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(57)【要約】
本発明は、吸収軸が相互垂直である第１の偏光板と第２
の偏光板との間に負の誘電率異方性を有する液晶を満た
したＶＡ‐パネルを備えている垂直配向の液晶表示装置
であって、第１の偏光板とＶＡ‐パネルとの間に＋Ａ‐
フィルムと＋Ｃ‐フィルムとを含み、＋Ｃ‐フィルムが
第１の偏光板と＋Ａ‐フィルムとの間に位置し、＋Ａ‐
フィルムの光軸が第１の偏光板の吸収軸と平行または直
交することを特徴とする垂直配向の液晶表示装置を提供
する。本発明によれば、垂直配向の液晶表示装置（ＶＡ
－ＬＣＤ）において、正面と傾斜角におけるコントラス
ト特性の改善および暗状態における視野角に応じる色変
化の最小化が可能であるため、ＶＡ－ＬＣＤの視野角特
性を大きく改善させることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸収軸が相互直交する第１の偏光板と第２の偏光板との間に負の誘電率異方性を有する
液晶が垂直配向されたＶＡ‐パネルを備えている垂直配向の液晶表示装置であって、前記
第１の偏光板とＶＡ‐パネルとの間に１つ以上の第１の＋Ａ‐フィルムと１つ以上の第１
の＋Ｃ‐フィルムとを各々含み、前記第１の＋Ｃ‐フィルムは第１の偏光板と第１の＋Ａ
‐フィルムとの間に位置し、第１の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第１の偏光板の吸収軸と
直交または平行するように配置されることを特徴とする垂直配向の液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第２の偏光板とＶＡ‐パネルとの間に１つ以上の第２の＋Ａ‐フィルムをさらに備
え、前記第２の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第２の偏光板の吸収軸と直交するように配置
されることを特徴とする請求項１に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第２の偏光板とＶＡ‐パネルとの間に１つ以上の第２の＋Ａ‐フィルムと１つ以上
の第２の＋Ｃ‐フィルムとをさらに備え、前記第２の＋Ｃ‐フィルムは前記第２の偏光板
と第２の＋Ａ‐フィルムとの間に位置し、前記第１の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第１の
偏光板の吸収軸と直交するように配置され、前記第２の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第２
の偏光板の吸収軸と直交するように配置されることを特徴とする請求項１に記載の垂直配
向の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第２の偏光板とＶＡ‐パネルとの間に１つ以上の第２の＋Ａ‐フィルムと１つ以上
の第２の＋Ｃ‐フィルムとをさらに備え、前記第２の＋Ｃ‐フィルムは前記第２の偏光板
と第２の＋Ａ‐フィルムとの間に位置し、前記第１の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第１の
偏光板の吸収軸と平行するように配置され、前記第２の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第２
の偏光板の吸収軸と平行または直交するように配置されることを特徴とする請求項１に記
載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第１の偏光板の吸収軸と直交するように配置さ
れ、５５０ｎｍ波長において第１の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値は１３０ｎｍ以上３
００ｎｍ以下であり、第１の＋Ｃ‐フィルムの厚さ方向の位相差値は１０ｎｍ以上４００
ｎｍ以下であることを特徴とする請求項１に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第１の偏光板の吸収軸と平行するように配置さ
れ、５５０ｎｍ波長において第１の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値は１３０ｎｍ以上３
００ｎｍ以下であり、第１の＋Ｃ‐フィルムの厚さ方向の位相差値は２００ｎｍ以上６０
０ｎｍ以下であることを特徴とする請求項１に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第１の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第１の偏光板の吸収軸と直交するように配置さ
れ、５５０ｎｍ波長において前記第１の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値は１８０ｎｍ以
上２５０ｎｍ以下であり、前記第１の＋Ｃ‐フィルムの厚さ方向の位相差値は２００ｎｍ
以上６００ｎｍ以下であり、前記第２の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値は１０ｎｍ以上
１５０ｎｍ以下であることを特徴とする請求項２に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第１の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第１の偏光板の吸収軸と平行するように配置さ
れ、５５０ｎｍ波長において前記第１の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値は２００ｎｍ以
上３００ｎｍ以下であり、前記第１の＋Ｃ‐フィルムの厚さ方向の位相差値は１８０ｎｍ
以上６００ｎｍ以下であり、前記第２の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値は１０ｎｍ以上
１５０ｎｍ以下であることを特徴とする請求項２に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項９】
　５５０ｎｍ波長において前記第１の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値は２４０以上２７
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０ｎｍ以下であり、前記第２の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値は１９０ｎｍ以上２２０
ｎｍ以下であり、前記第１の＋Ｃ‐フィルムと第２の＋Ｃ‐フィルムとの厚さ方向の位相
差値は１００ｎｍ以上６００ｎｍ以下であることを特徴とする請求項３に記載の垂直配向
の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第２の＋Ａ‐フィルムは前記第２の偏光板の吸収軸と平行するように配置され、５
５０ｎｍ波長において前記第１の＋Ａ‐フィルムと第２の＋Ａ‐フィルムとの面上の位相
差値は２４０ｎｍ以上２７０ｎｍ以下であり、前記第２の＋Ｃ‐フィルムと第２の＋Ｃ‐
フィルムとの厚さ方向の位相差値は１００ｎｍ以上６００ｎｍ以下であることを特徴とす
る請求項４に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第２の＋Ａ‐フィルムは前記第２の偏光板の吸収軸と直交するように配置され、５
５０ｎｍ波長において前記第１の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値は２４０ｎｍ以上２７
０ｎｍ以下であり、前記第２の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値は１９０ｎｍ以上２２０
ｎｍ以下であり、前記第１の＋Ｃ‐フィルムと第２の＋Ｃ‐フィルムとの厚さ方向の位相
差値は１００ｎｍ以上６００ｎｍ以下であることを特徴とする請求項４に記載の垂直配向
の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記＋Ａ‐フィルムは延伸されたシクロオレフィンポリマーフィルム、延伸されたポリ
カーボネートフィルムおよび水平配向されたＵＶ硬化型液晶フィルムのうち、少なくとも
いずれか１つを用いることを特徴とする請求項１から請求項１１のうちいずれか一項に記
載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記＋Ｃ‐フィルムは垂直配向されたＵＶ硬化型液晶フィルムおよび二軸延伸されたポ
リマーフィルムのうち、少なくともいずれか１つを用いることを特徴とする請求項１から
請求項１１のうちいずれか一項に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第１の偏光板と第２の偏光板とは、厚さ方向の位相差値が０または負の厚さ方向の
位相差値を有する内部保護フィルムを有することを特徴とする請求項１から請求項１１の
うちいずれか一項に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記内部保護フィルムは、無延伸シクロオレフィンポリマーフィルム、トリアセテート
セルロースフィルム、およびポリノルボルネンフィルムのうち、少なくともいずれか１つ
を用いることを特徴とする請求項１４に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記第１の＋Ａ‐フィルムおよび／または第２の＋Ａ‐フィルムは、各々前記第１の偏
光板および／または第２の偏光板の内部保護フィルムの役割を兼ねることを特徴とする請
求項１から請求項１１のうちいずれか一項に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記第１の＋Ｃ‐フィルムおよび／または第２の＋Ｃ‐フィルムは、各々前記第１の偏
光板および／または第２の偏光板の内部保護フィルムの役割を兼ねることを特徴とする請
求項１から請求項１１のうちいずれか一項に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記垂直配向の液晶表示装置はＭＶＡ（ｍｕｌｔｉｄｏｍａｉｎ　ｖｅｒｔｉｃａｌｌ
ｙ　ａｌｉｇｎｅｄ）モードまたはキラル添加剤を用いるＶＡモードを用い、前記ＶＡ‐
パネルをなす液晶セルのセルギャップが３μｍ以上８μｍ以下であることを特徴とする請
求項１から請求項１１のうちいずれか一項に記載の垂直配向の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、液晶表示装置（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）
、具体的には負の誘電率異方性を有する液晶（Δε＜０）で満たされた垂直配向の液晶表
示装置（Ｖｅｒｔｉｃａｌｌｙ　ａｌｉｇｎｅｄ　ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉ
ｓｐｌａｙ：ＶＡ－ＬＣＤ）の正面と傾斜角におけるコントラストの特性を改善し、暗状
態での視野角に応じる色変化を最小化させて広視野角の特性を改善するために、＋Ａ‐フ
ィルムと＋Ｃ‐フィルムとを用いた広視野角補償フィルムを有する垂直配向の液晶表示装
置（以下、ＶＡ－ＬＣＤという）に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近、平板ディスプレイ分野において、最も広く用いられている液晶表示装置（ＬＣＤ
）の最も大きい弱点中の１つは視野角が狭いということである。液晶表示装置において、
視野角に応じて映像が異なるように見える理由は、第一に、液晶の異方性による問題と、
第二に、偏光板の不完全性が挙げられる。
【０００３】
　このような液晶表示装置の弱点中の１つである広視野角を改善するためには、完全に暗
い状態（ＤＡＲＫ　ＳＴＡＴＥ）と均一な輝度（ＢＲＩＧＨＴＮＥＳＳ）が要求される。
特にＴＮモードとは異なり、液晶の初期配向を垂直方向にするＶＡ－ＬＣＤの場合、視野
角特性を低下させる問題点として２種類が挙げられるが、その一つには直交偏光板の視野
角の依存性が挙げられ、また他の一つにはＶＡ－ＬＣＤパネルの複屈折特性の視野角の依
存性が挙げられる。
【０００４】
　このような要求と問題点にしたがって、液晶表示装置の広視野角を改善するための多様
な試みがなされている。その具体的な改善方法としては、角度に応じるΔｎｄ（複屈折と
液晶パネルの厚さとの乗）変化による狭い視野角を補償する視野角補償フィルムを用いる
方法と、画素を複数のドメインで分けて、視野角を向上させる多重ドメイン（ＭＵＬＴＩ
ＤＯＭＡＩＮ）方式などが用いられている。
【０００５】
　視野角補償フィルムを用いてＶＡ－ＬＣＤの広視野角を改善する具体的な例として、電
圧が印加されていない状態でＶＡ－ＬＣＤの暗状態を補償するために、－Ｃプレート補償
フィルム（面上の屈折率のうちＸ軸方向の屈折率をｎｘ、面上の屈折率のうちＹ軸方向の
屈折率をｎｙ、厚さ方向であるＺ軸方向の屈折率をｎｚとする時、ｎｘ＝ｎｙ＞ｎｚ）を
用いるＶＡ－ＬＣＤが米国特許第４、８８９、４１２号明細書に公開されている。しかし
、－Ｃプレート補償フィルムのみを含むＶＡ－ＬＣＤは完全な補償がなされていないため
、傾斜角で光の漏洩が発生するという短所がある。
【０００６】
　米国特許第６、１４１、０７５号明細書には、－Ｃプレート補償フィルムとＡプレート
補償フィルムとを含む補償フィルムに対する例が記載されており、これによって、従来に
比べて電圧が印加されていない状態のＶＡ－ＬＣＤの暗状態の補償がさらによくできると
記載されている。しかし、この場合にも暗状態で傾斜角７０度での最小コントラストは２
０：１に過ぎない。したがって、より完全な視野角補償のためには、正面と傾斜角でのコ
ントラストを改善し、併せて暗状態での視野角に応じる色変化の改善が必要な状態である
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記のような問題点を解決するためのものであって、本発明の目的は垂直配
向の液晶表示装置（ＶＡ－ＬＣＤ）の正面と傾斜角で、暗状態における光の漏洩を最小化
させて高いコントラストの特性を有するようにすることによって、広視野角特性が改善さ
れるＶＡ－ＬＣＤを提供することにある。
【０００８】
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　本発明の他の目的は、暗状態における視野角に応じる色変化（ＣＯＬＯＲ　ＳＨＩＦＴ
）を最小化させることができるように、無色（ＡＣＨＲＯＭＡＴＩＣ）ＶＡ－ＬＣＤを提
供することにある。
【０００９】
　本発明者らは暗状態における光の漏洩を最小化し、暗状態における色変化を最小化する
ためには、＋Ａ‐フィルムと＋Ｃ‐フィルムとを用いて広視野角を補償する方式が効果的
であるということを認識した。
【００１０】
　そして、前記＋Ｃ‐フィルムは、隣接した偏光板と＋Ａ‐フィルムとの間に配置されな
ければならず、この時、前記＋Ａ‐フィルムの光軸方向は、隣接した偏光板の吸収軸に対
して直交または平行しなければならないという事実を明らかにした。また、＋Ａ‐フィル
ムと＋Ｃ‐フィルムとの面上または厚さ方向の位相差値は偏光板の内部保護フィルムの位
相差値に応じて変わるという事実を明らかにした。
【００１１】
　上記のような事実に基づいて、本発明は、偏光板とＶＡ‐パネルとの間に少なくとも一
枚以上の＋Ａ‐フィルムと＋Ｃ‐フィルムとを適切に配置することによって、垂直配向の
液晶表示装置の暗状態における光の漏洩が最小になるようにして高いコントラストを得、
暗状態における視野角に応じる色変化を最小化しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記目的を達成するために、本発明は、＋Ａ‐フィルムと＋Ｃ‐フィルムとを広視野角
補償フィルムとして用いる垂直配向の液晶表示装置（ＶＡ－ＬＣＤ）を提供する。
　具体的に、本発明は、吸収軸が相互直交する第１の偏光板と第２の偏光板との間に負の
誘電率異方性を有する液晶が垂直配向されたＶＡ‐パネルを備えている垂直配向の液晶表
示装置であって、前記第１の偏光板とＶＡ‐パネルとの間に１つ以上の第１の＋Ａ‐フィ
ルムと１つ以上の第１の＋Ｃ‐フィルムとを含み、前記第１の＋Ｃ‐フィルムは第１の偏
光板と第１の＋Ａ‐フィルムとの間に位置し、前記第１の＋Ａ‐フィルムの光軸は前記第
１の偏光板の吸収軸と直交または平行するように配置されたことを特徴とする垂直配向の
液晶表示装置（ＶＡ－ＬＣＤ）を提供する。
【００１３】
　また、上記の通りに第１の偏光板とＶＡ‐パネルとの間に１つ以上の第１の＋Ａ‐フィ
ルムと第１の＋Ｃ‐フィルムとを有する垂直配向の液晶表示装置の構造において、第２の
偏光板とＶＡ‐パネルとの間に第２の＋Ａ‐フィルムとをさらに備えたり、第２の＋Ａ‐
フィルムと第２の＋Ｃ‐フィルムをさらに備えたりし、前記第１の＋Ａ‐フィルムと第２
の＋Ａ‐フィルムとの光軸が各々隣接した偏光板の吸収軸に対して直交または平行するよ
うに配置されたことを特徴とする垂直配向の液晶表示装置を提供する。
【００１４】
　また、本発明は、前記第１の＋Ａ‐フィルムまたは第２の＋Ａ‐フィルムの光軸の配置
と第２の＋Ａ‐フィルムまたは第２の＋Ｃ‐フィルムを含むか否かなどにより好ましい範
囲内の位相差値を有する第１の＋Ａ‐フィルムと第１の＋Ｃ‐フィルムとを含む垂直配向
の液晶表示装置を提供する。
【００１５】
　また、本発明は、ＶＡ－ＬＣＤの視野角特性に影響を与える偏光板の内部保護フィルム
として、厚さ方向の位相差が無いか、負の厚さ方向の位相差値を有するフィルムを用いた
垂直配向の液晶表示装置を提供する。
【００１６】
　本発明に係る垂直配向の液晶表示装置では、前記＋Ａ‐フィルムまたは前記＋Ｃ‐フィ
ルムが偏光板の内部保護フィルムの役割をすることができる。
【発明の効果】
【００１７】
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　本発明によれば、垂直配向の液晶表示装置（ＶＡ－ＬＣＤ）において、正面と傾斜角に
おけるコントラスト特性の改善および暗状態における視野角に応じる色変化の最小化が可
能であるため、ＶＡ－ＬＣＤの視野角特性を大きく改善させることができる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明に対して詳しく説明すれば次の通りである。
　本発明に係る液晶表示装置は、ＶＡ‐パネルの中の液晶の光軸が偏光板と直交する垂直
配向の液晶表示装置（ＶＡ－ＬＣＤ）である。具体的に、本発明に係る液晶表示装置は、
２枚の基板の間に負の誘電率異方性（Δε＜０）を有する液晶が満たされた垂直配向され
たＶＡ‐パネル、前記ＶＡ‐パネルの両側に各々配置された第１の偏光板および第２の偏
光板を含むものであって、ここで前記第１の偏光板の吸収軸と前記第２の偏光板の吸収軸
とは直交する。前記第１の偏光板と第２の偏光板とはいずれも内部保護フィルムと外部保
護フィルムとを有することができる。
【００１９】
　本発明において、垂直配向の液晶表示装置は、ＭＶＡ（ｍｕｌｔｉｄｏｍａｉｎ　ｖｅ
ｒｔｉｃａｌｌｙ　ａｌｉｇｎｅｄ）モード、またはキラル添加剤を用いるＶＡモードを
用いることが好ましい。また、前記ＶＡ‐パネルをなしている液晶セルのセルギャップは
３～８μｍであることが好ましい。
【００２０】
　本発明において、上記のような構造を有するＶＡ－ＬＣＤの第１のおよび／または第２
の偏光板とＶＡ‐パネルとの間には１つ以上の＋Ａ‐フィルムと１つ以上の＋Ｃ‐フィル
ムとが配置される。本発明によって、＋Ａ‐フィルムと＋Ｃ‐フィルムとを用いて広視野
角を補償する垂直配向の液晶表示装置（ＶＡ－ＬＣＤ）の構造は少なくとも次の基本的条
件を満足しなければならない。
【００２１】
　すなわち、吸収軸が互いに直交する第１の偏光板と第２の偏光板との間にＶＡ‐パネル
が位置し、第１の偏光板とＶＡ‐パネルとの間に第１の＋Ａ‐フィルムと第１の＋Ｃ‐フ
ィルムとが位置し、第１の＋Ａ‐フィルムはＶＡ‐パネル側に隣接するように配置され、
第１の＋Ｃ‐フィルムは相対的に第１の＋Ａ‐フィルムと偏光板との間に配置されなけれ
ばならない。
【００２２】
　この時、第１の＋Ａ‐フィルムの光軸は、第１の偏光板の吸収軸と直交したり、平行し
たりしなければならないが、第１の＋Ａ‐フィルムの光軸が第１の偏光板の吸収軸に対し
て直交または平行するように配置されるにつれて、第１の＋Ａ‐フィルムの面上の位相差
値および第１の＋Ｃ‐フィルムの厚さ方向の位相差値が変更されることによって多様な構
造と実施例を発生させるようになる。
【００２３】
　そして、前述した基本的な条件を満足する垂直配向の液晶表示装置（ＶＡ－ＬＣＤ）は
、第２の偏光板とＶＡ‐パネルとの間にさらに１つ以上の第２の＋Ａ‐フィルムを含んだ
り、第２の偏光板とＶＡ‐パネルとの間にさらに１つ以上の第２の＋Ａ‐フィルムと１つ
以上の第２の＋Ｃ‐フィルムとをさらに含んだりすることができる。これら各々の場合に
も、第１の偏光板および／または第２の偏光板に隣接するように配置される＋Ａ‐フィル
ムの光軸方向に応じて、＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値および＋Ｃ‐フィルムの厚さ方
向の位相差値が変更され、多様な実施例を発生させるようになる。
【００２４】
　視野角補償フィルムとして用いられた＋Ａ‐フィルムと＋Ｃ‐フィルムとの位相差フィ
ルムは次のように定義することができる。
【００２５】
　面上の屈折率のうちｘ軸方向の屈折率をｎｘ、面上の屈折率のうちｙ軸方向の屈折率を
ｎｙ、厚さ方向の屈折率のｚ軸方向の屈折率をｎｚとすれば、本発明において第１の形態



(7) JP 2008-517344 A 2008.5.22

10

20

30

40

50

の視野角補償フィルムとして用いられた＋Ａ‐フィルムは下記の数式１のように定義され
、また、第２の形態の視野角補償フィルムとして用いられた＋Ｃ‐フィルムは下記の数式
２のように定義される。
[数式１]
ｎｘ＞ｎｙ＝ｎｚ
[数式２]
ｎｘ＝ｎｙ＜ｎｚ
【００２６】
　この時、フィルムの厚さをｄとする時、面上の位相差値（ｉｎ－ｐｌａｎｅ　ｒｅｔａ
ｒｄａｔｉｏｎ　ｖａｌｕｅ）は下記数式３として定義することができ、厚さ方向の位相
差値（ｔｈｉｃｋｎｅｓｓ　ｒｅｔａｒｄａｔｉｏｎ　ｖａｌｕｅ）は下記数式４として
定義することができる。
[数式３]
Ｒｉｎ＝（ｎｘ－ｎｙ）×ｄ
[数式４]
Ｒｔｈ＝（ｎｚ－ｎｙ）×ｄ
【００２７】
　上記のような面上の屈折率の特性を有する＋Ａ‐フィルムとしては、延伸シクロオレフ
ィンポリマーフィルム、延伸ポリカーボネート（ＰＣ：Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）フ
ィルム、ＵＶ硬化型水平配向液晶フィルムなどを用いることができる。また、上記のよう
な厚さ方向の屈折率を有する＋Ｃ‐フィルムとしては、ＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルム
、二軸延伸されたポリマーフィルムなどを用いることができる。
【００２８】
　一方、ＶＡ－ＬＣＤの視野角特性は、偏光板の内部保護フィルムと外部保護フィルムと
のうち、偏光板の内部保護フィルムの影響を受けて、内部保護フィルムの位相差値はＶＡ
－ＬＣＤの視野角特性に重要な影響を与える。したがって、ＶＡ－ＬＣＤ視野角補償フィ
ルム設計の際、偏光板の内部保護フィルムの位相差値を含んで設計しなければならない。
このような事実に基づいて、本発明では偏光板の内部保護フィルムとして厚さ方向の位相
差が無いか、負の厚さ方向の位相差値を有するフィルムを用いることが好ましい。具体的
に、偏光板の内部保護フィルムとしては、位相差値が殆どない無延伸シクロオレフィンポ
リマー（ＣＯＰ：Ｃｙｃｌｏｏｌｅｆｉｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）フィルム、位相差が０であ
るトリアセテートセルロース（Ｔｒｉａｃｅｔａｔｅ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ：ＴＡＣ）フ
ィルム、位相差が負の値であるトリアセテートセルロースフィルムとポリノルボルネン（
ＰＮＢ：Ｐｏｌｙｎｏｒｂｏｒｎｅｎｅ）フィルムなどを用いることができる。
【００２９】
　一方、ＶＡ－ＬＣＤのＶＡ‐パネル構造を単純化させながら、本発明によって広視野角
を改善するために、＋Ａ‐フィルムを偏光板の内部保護フィルムとして用いたり、＋Ｃ‐
フィルムを偏光板の内部保護フィルムとして用いたりすることもできる。
【００３０】
　以後、図面を用いて本発明の多様な構造に対して説明する。
　図１は、本発明によって＋Ａ‐フィルムと＋Ｃ‐フィルムとを有するＶＡ－ＬＣＤの第
１の構造を示しており、第１の構造の主要な特徴は次の通りである。
　図１に示すように、第１の偏光板１とＶＡ－ＬＣＤパネル５との間に＋Ａ‐フィルム７
と＋Ｃ‐フィルム６が置かれており、＋Ｃ‐フィルム６は第１の偏光板１と＋Ａ‐フィル
ム７との間に置かれている。すなわち、＋Ａ‐フィルム７は、ＶＡ－ＬＣＤパネル５と隣
接するように配置されている。
【００３１】
　この時、＋Ａ‐フィルム７の光軸８は、隣接した偏光板の第１の偏光板１の吸収軸２と
直交するように配置されている。
　第１の構造のＶＡ－ＬＣＤにおいて、暗状態おける光漏洩を最小化させるためには、＋
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Ａ‐フィルム７の面上の位相差値は５５０ｎｍ波長において１３０ｎｍ以上３００ｎｍ以
下の値であることが好ましく、＋Ｃ‐フィルム６の厚さ方向の位相差値は５５０ｎｍ波長
において１０ｎｍ以上４００ｎｍ以下の値であることが好ましい。
【００３２】
　偏光板の内部保護フィルムとしては、位相差値が殆どない無延伸シクロオレフィンポリ
マー（ＣＯＰ：Ｃｙｃｌｏｏｌｅｆｉｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）フィルム、位相差が０である
トリアセテートセルロース（Ｔｒｉａｃｅｔａｔｅ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ：ＴＡＣ）フィ
ルム、位相差が負の値であるトリアセテートセルロースフィルムとポリノルボルネン（Ｐ
ＮＢ：Ｐｏｌｙｎｏｒｂｏｒｎｅｎｅ）フィルムなどを用いることが好ましい。
【００３３】
　＋Ａ‐フィルム７としては、延伸シクロオレフィンポリマーフィルム、延伸ポリカーボ
ネート（ＰＣ：Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）フィルム、ＵＶ硬化型水平配向液晶フィル
ムなどを用いることができる。＋Ｃ‐フィルム６としては、ＵＶ硬化型垂直配向液晶フィ
ルム、二軸延伸されたポリマーフィルムなどを用いることができる。＋Ｃ‐フィルム６は
、偏光板の内部保護フィルムとして用いることができる。
【００３４】
　下記の表１には、図１のような配置によって実際の位相差フィルムの設計値をａ）＋Ａ
‐フィルム７の位相差値、ｂ）＋Ｃ‐フィルム６の位相差値、およびｃ）第１の偏光板１
と第２の偏光板３の内部保護フィルムの種類に対して各々の条件が異なるようにして実施
した傾斜角７０゜におけるコントラストの特性に対するシミュレーションの結果をまとめ
た。
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【表１】

　表１の結果を参考にすれば、図１に示した第１の構造によって＋Ａ‐フィルムと＋Ｃ‐
フィルムとを配置し、表１のように各フィルムと偏光板との内部保護フィルムの位相差値
を設定して実験した結果、暗状態における傾斜角７０°で最小コントラスト比が各設定条
件によって１３０：１～１５０：１程度までの良好な特性を有することが分かる。従来－
Ｃプレート補償フィルムとＡプレート補償フィルムとを用いる米国特許第６、１４１、０
７５号明細書の場合に、傾斜角７０°での最小コントラストが２０：１に過ぎないことに
比較すると、本発明に係る第１の構造のＶＡ－ＬＣＤに非常に優れたコントラストの特性
を示すものであることを確認できる。
【００３５】
　本発明に係るＶＡ－ＬＣＤの第２の構造を示す図２によれば、ＶＡ－ＬＣＤの構造は次
のような特徴を有する。
　図２の構造は、図１の構造とその構成要素と配置順序は同一であるが、ＶＡ－ＬＣＤパ
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ネル５と＋Ｃ‐フィルム６との間に配置される＋Ａ‐フィルム７の光軸８が第１の偏光板
１の吸収軸２と平行するように配置されていることにその差異がある。
すなわち、本発明では、＋Ａ‐フィルム７の光軸８が第１の偏光板１の吸収軸２と直交す
る第１の構造と、＋Ａ‐フィルム７の光軸が第１の偏光板１の吸収軸２と平行した第２の
構造とを共に幅広く包括することができる概念、すなわち＋Ａ‐フィルムの光軸が第１の
偏光板の吸収軸と直交または平行するように配置される概念を本発明の基本的な構造とし
て認識し、＋Ａ‐フィルムの光軸配置によってその＋Ａ‐フィルムの面上の位相差値、隣
接した＋Ｃ‐フィルムの厚さ方向の位相差値および／または偏光板の内部保護フィルムの
位相差値などの設定が変わるようになるのである。
【００３６】
　第２の構造においても、暗状態における光漏洩を最小化させるために、＋Ａ‐フィルム
７の面上の位相差値は５５０ｎｍ波長において１３０ｎｍ以上３００ｎｍ以下の値である
ことが好ましく、＋Ｃ‐フィルム６の厚さ方向の位相差値は５５０ｎｍ波長において２０
０ｎｍ以上６００ｎｍ以下の値であることが好ましい。
【００３７】
　偏光板の内部保護フィルムとしては、位相差値が殆どない無延伸シクロオレフィンポリ
マー（ＣＯＰ：Ｃｙｃｌｏｏｌｅｆｉｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）フィルム、位相差が０である
トリアセテートセルロース（Ｔｒｉａｃｅｔａｔｅ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ：ＴＡＣ）フィ
ルム、位相差が負の値であるトリアセテートセルロースフィルムとポリノルボルネン（Ｐ
ＮＢ：Ｐｏｌｙｎｏｒｂｏｒｎｅｎｅ）フィルムなどを用いることができる。
【００３８】
　＋Ａ‐フィルム７としては、延伸シクロオレフィンポリマーフィルム、延伸ポリカーボ
ネート（ＰＣ：Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）フィルム、ＵＶ硬化型水平配向液晶フィル
ムなどを用いることができる。＋Ｃ‐フィルム６としては、ＵＶ硬化型垂直配向液晶フィ
ルム、二軸延伸されたポリマーフィルムなどを用いることができる。＋Ｃ‐フィルム６は
、偏光板の内部保護フィルムとして用いることができる。
【００３９】
　下記の表２には図２のような配置によって実際の位相差フィルムの設計値を、表２では
ａ）＋Ａ‐フィルム７の位相差値、ｂ）＋Ｃ‐フィルム６の位相差値、およびｃ）第１の
偏光板１と第２の偏光板３との内部保護フィルムの種類に対して各々の条件が異なるよう
にして実施した傾斜角７０゜におけるコントラストの特性に対するシミュレーションの結
果をまとめた。
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【表２】

【００４０】
　表２の結果においても表１の第１の構造の結果と同様に、本発明による構造によって＋
Ａ‐フィルムと＋Ｃ‐フィルムとを配置して各フィルムと偏光板保護フィルムとの位相差
値を設定して実験した結果、暗状態における傾斜角７０°で最小コントラスト比が各設定
条件によって良好な特性を有することが分かり、本発明の目的の暗状態における光漏洩が
最小化される作用効果を確認することができた。
【００４１】
　ＶＡ－ＬＣＤの第３の構造を示す図３によれば、ＶＡ－ＬＣＤの構造は図１の構造で第
２の偏光板とＶＡ‐パネルとの間に第２の＋Ａ‐フィルム９をさらに備えたものであって
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うに配置されていることが第１の構造と区別される主要な特徴である。
【００４２】
　図３の構造においても、第１の、第２の構造のように、暗状態における光漏洩を最小化
させるために、第１の＋Ａ‐フィルム７、第２の＋Ａ‐フィルム９、および＋Ｃ‐フィル
ム６の位相差値の好ましい範囲がある。第３の構造において、好ましい第１の＋Ａ‐フィ
ルム７の面上の位相差値は５５０ｎｍ波長において１８０ｎｍ以上２５０ｎｍ以下の値で
あり、第２の＋Ａ‐フィルム９の面上の位相差値は５５０ｎｍ波長において１０ｎｍ以上
１５０ｎｍ以下の値であり、＋Ｃ‐フィルム６の厚さ方向の位相差値は５５０ｎｍ波長に
おいて２００ｎｍ以上６００ｎｍ以下の値である。
【００４３】
　偏光板の内部保護フィルムとしては、位相差値が殆どない無延伸シクロオレフィンポリ
マー（ＣＯＰ：Ｃｙｃｌｏｏｌｅｆｉｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）フィルム、位相差が０である
トリアセテートセルロース（Ｔｒｉａｃｅｔａｔｅ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ：ＴＡＣ）フィ
ルム、位相差が負の値であるトリアセテートセルロースフィルムとポリノルボルネン（Ｐ
ＮＢ：Ｐｏｌｙｎｏｒｂｏｒｎｅｎｅ）フィルムなどを用いることができる。
【００４４】
　第１の＋Ａ‐フィルム７と第２の＋Ａ‐フィルム９としては、延伸シクロオレフィンポ
リマーフィルム、延伸ポリカーボネート（ＰＣ：Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）フィルム
、ＵＶ硬化型水平配向液晶フィルムなどを用いることができる。＋Ｃ‐フィルム６として
は、ＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルム、二軸延伸されたポリマーフィルムなどを用いるこ
とができる。＋Ｃ‐フィルム６は、偏光板の内部保護フィルムとして用いることができる
。
【００４５】
　下記の表３には図３のような配置によって実際の位相差フィルムの設計値をａ）第１の
＋Ａ‐フィルム７と第２の＋Ａ‐フィルム９との位相差値、ｂ）＋Ｃ‐フィルム６の位相
差値、およびｃ）第１の偏光板１と第２の偏光板３との内部保護フィルムの種類に対して
各々の条件が異なるようにして実施した傾斜角７０゜におけるコントラストの特性に対す
るシミュレーションの結果をまとめた。
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【表３】

　表３の結果においても、＋Ａ‐フィルムと＋Ｃ‐フィルムおよび偏光板の内部保護フィ
ルムの位相差値の設定変化によって暗状態における傾斜角７０°で最小コントラスト比が
良好な特性を示すことを確認することができ、暗状態における光漏洩が最小化される作用
効果を確認することができた。
【００４６】
　図４に示すような本発明によるＶＡ－ＬＣＤの第４の構造は図３の構造と似ているが、
第１の＋Ａ‐フィルム７の光軸８が図３の構造と異なり、これに隣接した第１の偏光板１
の吸収軸２と平行するように配置されたことが特徴である。
　このような構造を有する第４の構造においても、暗状態における光漏洩を最小化させる
ために、第１の＋Ａ‐フィルム７、第２の＋Ａ‐フィルム９、および＋Ｃ‐フィルム６の
位相差値の好ましい範囲がある。第１の＋Ａ‐フィルム７の面上の位相差値は５５０ｎｍ
波長において２００ｎｍ以上３００ｎｍ以下の値であることが好ましく、第２の＋Ａ‐フ
ィルム９の面上の位相差値は５５０ｎｍ波長において１０ｎｍ以上１５０ｎｍ以下の値で
あることが好ましく、＋Ｃ‐フィルム６の厚さ方向の位相差値は５５０ｎｍ波長において
１８０ｎｍ以上６００ｎｍ以下の値であることが好ましい。
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【００４７】
　偏光板の内部保護フィルムとしては、位相差値が殆どない無延伸シクロオレフィンポリ
マー（ＣＯＰ：Ｃｙｃｌｏｏｌｅｆｉｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）フィルム、位相差が０である
トリアセテートセルロース（Ｔｒｉａｃｅｔａｔｅ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ：ＴＡＣ）フィ
ルム、位相差が負の値であるトリアセテートセルロースフィルムとポリノルボルネン（Ｐ
ＮＢ：Ｐｏｌｙｎｏｒｂｏｒｎｅｎｅ）フィルムなどを用いることができる。
【００４８】
　第１の＋Ａ‐フィルム７と第２の＋Ａ‐フィルム９としては、延伸シクロオレフィンポ
リマーフィルム、延伸ポリカーボネート（ＰＣ：Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）フィルム
、ＵＶ硬化型水平配向液晶フィルムなどを用いることができる。＋Ｃ‐フィルム６として
は、ＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルム、二軸延伸されたポリマーフィルムなどを用いるこ
とができる。＋Ｃ‐フィルム６は、偏光板の内部保護フィルムとして用いることができる
。
【００４９】
　下記の表４にはａ）第１の偏光板１と第２の偏光板３との内部保護フィルムの種類、ｂ
）＋Ｃ‐フィルム６の位相差値、およびｃ）第１の＋Ａ‐フィルム７および第２の＋Ａ‐
フィルム９の位相差値に対して条件が異なるようにして実施した傾斜角７０゜におけるコ
ントラストの特性に対するシミュレーションの結果をまとめた。
【表４】

【００５０】
　第４の構造の場合においても、＋Ａ‐フィルム、＋Ｃ‐フィルム、および偏光板保護フ
ィルムの位相差値の設定変化によって暗状態における傾斜角７０°で最小コントラスト比
が従来のコントラスト比に比較して非常に良好な特性を示すということを確認することが
でき、したがって暗状態における光漏洩が最小化される作用効果を確認することができた
。
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　本発明に係るＶＡ－ＬＣＤの第５の構造を図５を参考にして説明すれば、次のような主
要な特徴を有する。
　図５の構造は、図１の構造のＶＡパネル５と第２の偏光板３との間に第２の＋Ａ‐フィ
ルムと第２の＋Ｃ‐フィルムとを各々含むが、第２の＋Ｃ‐フィルムは第２の偏光板３と
第２の＋Ａ‐フィルム９との間に位置し、この時、第２の＋Ａ‐フィルム９の光軸１０が
第２の偏光板３の吸収軸４と直交するように配置させた構造である。
【００５２】
　図５に示す構造もまた図１と図３に示すように、第１の偏光板１とＶＡパネル５との間
に第１の＋Ａ‐フィルム７と第１の＋Ｃ‐フィルム６とが置かれており、第１の＋Ｃ‐フ
ィルム６は第１の偏光板１と第１の＋Ａ‐フィルム７との間に置かれており、第１の＋Ａ
‐フィルム７はＶＡ‐パネル５と隣接するように配置され、第１の＋Ａ‐フィルム７の光
軸８は第１の偏光板の吸収軸２と直交するように配置されている。
【００５３】
　図５の構造において、暗状態における光漏洩を最小化させるために、第１の＋Ａ‐フィ
ルム７、第２の＋Ａ‐フィルム９、および第１の＋Ｃ‐フィルム６、第２の＋Ｃ‐フィル
ム１１の位相差値の好ましい範囲がある。第１の＋Ａ‐フィルム７の面上の位相差値は５
５０ｎｍ波長において２４０～２７０ｎｍであることが好ましく、第２の＋Ａ‐フィルム
９の面上の位相差値は５５０ｎｍで１９０ｎｍ以上２２０ｎｍ以下であることが好ましい
。また、第１の＋Ｃ‐フィルム６および第２の＋Ｃ‐フィルム１１の厚さ方向の位相差値
は５５０ｎｍ波長において１００ｎｍ以上６００ｎｍ以下の値であることが好ましい。
【００５４】
　偏光板の内部保護フィルムとしては、位相差値が殆どない無延伸シクロオレフィンポリ
マー（ＣＯＰ：Ｃｙｃｌｏｏｌｅｆｉｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）フィルム、位相差が０である
トリアセテートセルロース（Ｔｒｉａｃｅｔａｔｅ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ：ＴＡＣ）フィ
ルム、位相差が負の値であるトリアセテートセルロースフィルムとポリノルボルネン（Ｐ
ＮＢ：Ｐｏｌｙｎｏｒｂｏｒｎｅｎｅ）フィルムなどを用いることができる。
【００５５】
　第１の＋Ａ‐フィルム７と第２の＋Ａ‐フィルム９としては、延伸シクロオレフィンポ
リマーフィルム、延伸ポリカーボネート（ＰＣ：Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）フィルム
、ＵＶ硬化型水平配向液晶フィルムなどを用いることができる。第１の＋Ｃ‐フィルム６
および第２の＋Ｃ‐フィルム１１としては、ＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルム、二軸延伸
されたポリマーフィルムなどを用いることができる。第１の＋Ｃ‐フィルム６又は第２の
＋Ｃ‐フィルム１１は、偏光板の内部保護フィルムとして用いることができる。
【００５６】
　表５には、ａ）第１の偏光板１と第２の偏光板３との内部保護フィルムの種類、ｂ）第
１の＋Ｃ‐フィルム６および第２の＋Ｃ‐フィルム１１の位相差値、およびｃ）第１の＋
Ａ‐フィルム７および第２の＋Ａ‐フィルム９の位相差値に対して条件が異なるようにし
て実施した傾斜角７０゜におけるコントラストの特性に対するシミュレーションの結果を
まとめた。



(16) JP 2008-517344 A 2008.5.22

10

20

30

40

50

【表５】

【００５７】
　本発明に係るＶＡ－ＬＣＤの第６の構造の主要な特徴は、次の通りである。
　第６の構造は図６に示すように、第１の偏光板１とＶＡ‐パネル５との間に第１の＋Ａ
‐フィルム７と第１の＋Ｃ‐フィルム６とが置かれており、第１の＋Ｃ‐フィルム６は第
１の偏光板１と第１の＋Ａ‐フィルム７との間に置かれており、第１の＋Ａ‐フィルム７
はＶＡ‐パネル５と隣接するように配置されるが、第１の＋Ａ‐フィルム７の光軸８は第
１の偏光板１の吸収軸２と平行するように配置されている。
【００５８】
　そして、第２の偏光板３とＶＡ‐パネル５との間に第２の＋Ａ‐フィルム９と第２の＋
Ｃ‐フィルム１１とが置かれており、第２の＋Ｃ‐フィルム１１は第２の偏光板３と＋Ａ
‐フィルム９との間に置かれており、＋Ａ‐フィルム９はＶＡ‐パネル５に隣接するよう
に配置され、第２の＋Ａ‐フィルム９の光軸１０は第２の偏光板３の吸収軸４と平行する
ように配置されている。
【００５９】
　図６の構造の場合に、第１の＋Ａ‐フィルム７および第２の＋Ａ‐フィルム９の面上の
位相差値は５５０ｎｍ波長において２４０ｎｍ以上２７０ｎｍ以下の値であることが好ま
しく、第１の＋Ｃ‐フィルム６および第２の＋Ｃ‐フィルム１１の厚さ方向の位相差値は
５５０ｎｍ波長において１００ｎｍ以上６００ｎｍ以下の値であることが好ましい。
【００６０】
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　偏光板の内部保護フィルムとしては、位相差値が殆どない無延伸シクロオレフィンポリ
マー（ＣＯＰ：Ｃｙｃｌｏｏｌｅｆｉｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）フィルム、位相差が０である
トリアセテートセルロース（Ｔｒｉａｃｅｔａｔｅ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ：ＴＡＣ）フィ
ルム、位相差が負の値であるトリアセテートセルロースフィルムとポリノルボルネン（Ｐ
ＮＢ：Ｐｏｌｙｎｏｒｂｏｒｎｅｎｅ）フィルムなどを用いることができる。
【００６１】
　第１の＋Ａ‐フィルム７と第２の＋Ａ‐フィルム９としては、延伸シクロオレフィンポ
リマーフィルム、延伸ポリカーボネート（ＰＣ：Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）フィルム
、ＵＶ硬化型水平配向液晶フィルムなどを使用でき＋Ｃ‐フィルム６ではＵＶ硬化型垂直
配向液晶フィルム、二軸延伸されたポリマーフィルムなどを用いることができる。第１の
＋Ｃ‐フィルム６または第２の＋Ｃ‐フィルム１１は、各々第１のまたは第２の偏光板１
、３の内部保護フィルムとして用いることができる。
【００６２】
　表６には、ａ）第１の偏光板１と第２の偏光板３との内部保護フィルムの種類、ｂ）第
１の＋Ｃ‐フィルム６および第２の＋Ｃ‐フィルム１１の位相差値、およびｃ）第１の＋
Ａ‐フィルム７および第１の＋Ａ‐フィルム９の位相差値に対して条件が異なるようにし
て実施した傾斜角７０゜におけるコントラストの特性に対するシミュレーションの結果を
まとめた。
【表６】

【００６３】
　本発明に係るＶＡ－ＬＣＤの第７の構造の主要な特徴は、次の通りである。
　図７に示すように、第１の偏光板１とＶＡ‐パネル５との間に第１の＋Ａ‐フィルム７
と第１の＋Ｃ‐フィルム６とが置かれており、第１の＋Ｃ‐フィルム６は第１の偏光板１
と第１の＋Ａ‐フィルム７との間に置かれており、第１の＋Ａ‐フィルム７はＶＡ‐パネ
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１の吸収軸２と平行するように配置されている。
【００６４】
　また、第２の偏光板３とＶＡ‐パネル５との間に第２の＋Ａ‐フィルム９と第２の＋Ｃ
‐フィルム１１とが置かれているが、第２の＋Ａ‐フィルム９はＶＡ‐パネル５に隣接す
るように配置されており、第２の＋Ｃ‐フィルム１１は第２の偏光板３と第２の＋Ａ‐フ
ィルム９との間に置かれており、第２の＋Ａ‐フィルム９の光軸１０は第２の偏光板３の
吸収軸４と直交するように配置されている。
【００６５】
　図７の構造の場合にも、暗状態における光漏洩を最小化させるための、第１の＋Ａ‐フ
ィルム７、第２の＋Ａ‐フィルム９、および第１の＋Ｃ‐フィルム６、第２の＋Ｃ‐フィ
ルム１１の位相差値の好ましい範囲がある。この時、第１の＋Ａ‐フィルム７の面上の位
相差値は５５０ｎｍ波長において２４０ｎｍ以上２７０ｎｍ以下の値であることが好まし
く、第２の＋Ａ‐フィルム９の面上の位相差値は５５０ｎｍ波長において１９０ｎｍ以上
２２０ｎｍ以下の値であることが好ましい。第１の＋Ｃ‐フィルム６および第２の＋Ｃ‐
フィルム１１の厚さ方向の位相差値は５５０ｎｍ波長において１００ｎｍ以上６００ｎｍ
以下の値であることが好ましい。
【００６６】
　偏光板の内部保護フィルムとしては、位相差値が殆どない無延伸シクロオレフィンポリ
マー（ＣＯＰ：Ｃｙｃｌｏｏｌｅｆｉｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒ）フィルム、位相差が０である
トリアセテートセルロース（Ｔｒｉａｃｅｔａｔｅ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ：ＴＡＣ）フィ
ルム、位相差が負の値であるトリアセテートセルロースフィルムとポリノルボルネン（Ｐ
ＮＢ：Ｐｏｌｙｎｏｒｂｏｒｎｅｎｅ）フィルムなどを用いることができる。
【００６７】
　第１の＋Ａ‐フィルム７と第２の＋Ａ‐フィルム９としては、延伸シクロオレフィンポ
リマーフィルム、延伸ポリカーボネート（ＰＣ：Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ）フィルム
、ＵＶ硬化型水平配向液晶フィルムなどを用いることができる。第１の＋Ｃ‐フィルム６
および第２の＋Ｃ‐フィルム１１としては、ＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルム、二軸延伸
されたポリマーフィルムなどを用いることができる。＋Ｃ‐フィルム６は、偏光板の内部
保護フィルムとして用いることができる。第１の＋Ｃ‐フィルム６または第２の＋Ｃ‐フ
ィルム１１は、各々第１のまたは第２の偏光板１、３の内部保護フィルムとして用いるこ
とができる。
【００６８】
　表７には、ａ）第１の偏光板１と第２の偏光板３の内部保護フィルムの種類、ｂ）第１
の＋Ｃ‐フィルム６および第２の＋Ｃ‐フィルム１１の位相差値、ｃ）第１の＋Ａ‐フィ
ルム７および第２の＋Ａ‐フィルム９の位相差値に対して条件が異なるようにして実施し
た傾斜角７０゜におけるコントラストの特性に対するシミュレーションの結果をまとめた
。
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【表７】

【００６９】
　以下、下記の実施例を介して本発明をより詳しく説明するが、本発明の範囲が下記の実
施例によって限定されるものではない。
［実施例１］
　図１に示した第１の構造のＶＡ－ＬＣＤを製作した。
具体的に、セルギャップが３．３５μｍ、プレチルト角が８９゜、液晶の誘電率異方性（
Δε）が－４．９、複屈折（Δｎ）が０．０９８である液晶で満たされたＶＡ－ＬＣＤパ
ネル５を含むようにした。前記ＶＡ‐パネル５の５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位相
差値は３２８ｎｍであった。
【００７０】
　＋Ｃ‐フィルム６はＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルムを用い、このフィルムの厚さ方向
の位相差値は５５０ｎｍ波長において３５５ｎｍであった。＋Ａ‐フィルム７は延伸され
たシクロオレフィンポリマーフィルムを用い、このフィルムの５５０ｎｍ波長において面
上の位相差値は２４０ｎｍであった。
【００７１】
　第１の偏光板１および第２の偏光板３の内部保護フィルムは８０μｍＴＡＣを用い、こ
れの５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位相差値は－６５ｎｍである。
　白色光を用いた時、すべての径方向角度に対する傾斜角０゜～８０゜でのコントラスト
グラフを図８に示した。
【００７２】
［実施例２］
　図２に示した第２の構造のＶＡ－ＬＣＤを製作した。
　具体的に、セルギャップが３．３５μｍ、プレチルト角が８９゜、液晶の誘電率異方性
（Δε）が－４．９、複屈折（Δｎ）が０．０９８である液晶で満たされたＶＡ‐パネル
５を含むようにした。前記ＶＡ‐パネル５の５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位相差値
は３２８ｎｍであった。



(20) JP 2008-517344 A 2008.5.22

10

20

30

40

50

【００７３】
　＋Ｃ‐フィルム６はＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルムを用い、このフィルムの厚さ方向
の位相差値は５５０ｎｍ波長において３５５ｎｍであった。＋Ａ‐フィルム７は延伸され
たシクロオレフィンポリマーフィルムを用い、このフィルムの５５０ｎｍ波長において面
上の位相差値は２４０ｎｍであった。
【００７４】
　第１の偏光板１および第２の偏光板３の内部保護フィルムは１６０μｍＴＡＣを用い、
これの５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位相差値は－１３０ｎｍであった。白色光を用
いた時、すべての径方向角度に対する傾斜角０゜～８０゜でのコントラストグラフを図９
に示した。
【００７５】
［実施例３］
　図３に示した第３の構造のＶＡ－ＬＣＤを製作した。
　具体的に、セルギャップが３．３５μｍ、プレチルト角が８９゜、液晶の誘電率異方性
（Δε）が－４．９、複屈折（Δｎ）が０．０９８である液晶で満たされたＶＡ－ＬＣＤ
パネル５を含むようにした。前記ＶＡ‐パネル５の５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位
相差値は３２８ｎｍであった。
【００７６】
　＋Ｃ‐フィルム６はＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルムを用い、このフィルムの厚さ方向
の位相差値は５５０ｎｍ波長において２７２ｎｍであった。第１の＋Ａ‐フィルム７は延
伸されたシクロオレフィンポリマーフィルムを用い、このフィルムの面上の位相差値は２
１２ｎｍであった。第２の＋Ａ‐フィルム９は延伸されたシクロオレフィンポリマーフィ
ルムを用い、このフィルムの５５０ｎｍ波長において面上の位相差値は５５ｎｍである。
第１の偏光板１および第２の偏光板３の内部保護フィルムは８０μｍＴＡＣを用い、これ
の５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位相差値は－６５ｎｍである。
　白色光を用いた時、すべての径方向角度に対する傾斜角０゜～８０゜でのコントラスト
グラフを図１０に示した。
【００７７】
［実施例４］
　図４に示した第４の構造のＶＡ－ＬＣＤを製作した。
　具体的に、セルギャップが３．３５μｍ、プレチルト角が８９゜、液晶の誘電率異方性
（Δε）が－４．９、複屈折（Δｎ）が０．０９８である液晶で満たされたＶＡ－ＬＣＤ
パネル５を含むようにした。前記ＶＡ‐パネル５の５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位
相差値は３２８ｎｍであった。
【００７８】
　＋Ｃ‐フィルム６はＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルムを用い、このフィルムの厚さ方向
の位相差値は５５０ｎｍ波長において２８０ｎｍであった。第１の＋Ａ‐フィルム７は延
伸されたシクロオレフィンポリマーフィルムを用い、このフィルムの面上の位相差値は２
６８ｎｍであった。第２の＋Ａ‐フィルム９は延伸されたシクロオレフィンポリマーフィ
ルムを用い、このフィルムの５５０ｎｍ波長において面上の位相差値は７０ｎｍであった
。
【００７９】
　第１の偏光板１および第２の偏光板３の内部保護フィルムは８０μｍＴＡＣを用い、こ
れの５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位相差値は－６５ｎｍであった。
　白色光を用いた時、すべての径方向角度に対する傾斜角０゜～８０゜でのコントラスト
グラフを図１１に示した。
【００８０】
［実施例５］
　図５に示した第５の構造のＶＡ－ＬＣＤを製作した。
　具体的に、の第５の構造はセルギャップが３．３５μｍ、プレチルト角が８９゜、液晶
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の誘電率異方性（Δε）が－４．９、複屈折（Δｎ）が０．０９８である液晶で満たされ
たＶＡ‐パネル５を含むようにした。前記ＶＡ‐パネル５の５５０ｎｍ波長において厚さ
方向の位相差値は３２８ｎｍであった。
【００８１】
　第１の＋Ｃ‐フィルム６はＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルムを用い、このフィルムの厚
さ方向の位相差値は５５０ｎｍ波長において２１０ｎｍであった。第２の＋Ｃ‐フィルム
１１はＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルムを用い、このフィルムの厚さ方向の位相差値は５
５０ｎｍ波長において２１０ｎｍであった。
【００８２】
　第１の＋Ａ‐フィルム７は延伸されたシクロオレフィンポリマーフィルムを用い、この
フィルムの５５０ｎｍ波長において面上の位相差値は２５０ｎｍであった。第２の＋Ａ‐
フィルム９は延伸されたシクロオレフィンポリマーフィルムを用い、このフィルムの面上
の位相差値は５５０ｎｍ波長において２００ｎｍであった。
【００８３】
　第１の偏光板１および第２の偏光板３の内部保護フィルムは８０μｍＴＡＣを用い、こ
れの５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位相差値は－６５ｎｍであった。
白色光を用いた時、すべての径方向角度に対する傾斜角０゜～８０゜でのコントラストグ
ラフを図１２に示した。
【００８４】
［実施例６］
　図６に示した第６の構造のＶＡ－ＬＣＤを製作した。
　具体的に、セルギャップが３．３５μｍ、プレチルト角が８９゜、液晶の誘電率異方性
（Δε）が－４．９、複屈折（Δｎ）が０．０９８である液晶で満たされたＶＡ－ＬＣＤ
パネル５を含むようにした。前記ＶＡ‐パネル５の５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位
相差値は３２８ｎｍであった。
【００８５】
　第１の＋Ｃ‐フィルム６はＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルムを用い、このフィルムの厚
さ方向の位相差値は５５０ｎｍ波長において２４４ｎｍであった。第２の＋Ｃ‐フィルム
１１はＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルムを用い、このフィルムの厚さ方向の位相差値は５
５０ｎｍ波長において２４４ｎｍであった。
【００８６】
　第１の＋Ａ‐フィルム７は延伸されたシクロオレフィンポリマーフィルムを用い、この
フィルムの５５０ｎｍ波長において面上の位相差値は２５７ｎｍであった。第２の＋Ａ‐
フィルム９は延伸されたシクロオレフィンポリマーフィルムを用い、このフィルムの面上
の位相差値は５５０ｎｍ波長において２５７ｎｍであった。
【００８７】
　第１の偏光板１および第２の偏光板３の内部保護フィルムは８０μｍＴＡＣを用い、こ
れの厚さ方向の位相差値は５５０ｎｍ波長において－６５ｎｍである。
白色光を用いた時、すべての径方向角度に対する傾斜角０゜～８０゜でのコントラストグ
ラフを図１３に示した。
【００８８】
［実施例７］
　図７に示した第７の構造のＶＡ－ＬＣＤを製作した。
　具体的に、セルギャップが３．３５μｍ、プレチルト角が８９゜、液晶の誘電率異方性
（Δε）が－４．９、複屈折（Δｎ）が０．０９８である液晶で満たされたＶＡ－ＬＣＤ
パネル５を含むようにした。前記ＶＡ‐パネル５の５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位
相差値は３２８ｎｍであった。
【００８９】
　第１の＋Ｃ‐フィルム６はＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルムを用い、このフィルムの厚
さ方向の位相差値は５５０ｎｍ波長において２５０ｎｍであった。第２の＋Ｃ‐フィルム
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１１はＵＶ硬化型垂直配向液晶フィルムを用い、このフィルムの厚さ方向の位相差値は５
５０ｎｍ波長において２０４ｎｍであった。
【００９０】
　第１の＋Ａ‐フィルム７は延伸されたシクロオレフィンポリマーフィルムを用い、この
フィルムの５５０ｎｍ波長において面上の位相差値は２５７ｎｍであった。第２の＋Ａ‐
フィルム９は延伸されたシクロオレフィンポリマーフィルムを用い、このフィルムの面上
の位相差値は５５０ｎｍ波長において２００ｎｍであった。
【００９１】
　第１の偏光板１および第２の偏光板３の内部保護フィルムは８０μｍＴＡＣを用い、こ
れの５５０ｎｍ波長において厚さ方向の位相差値は－６５ｎｍであった。
　白色光を用いた時、すべての径方向角度に対する傾斜角０゜～８０゜でのコントラスト
グラフを図１４に示した。
【００９２】
　以上で本発明の好ましい実施例に対して詳しく説明したが、本発明の分野に属する通常
の知識を有する者であれば、本発明の精神および範囲を外れない範囲内で本発明をいくら
でも変形または変更して実施することができることを知っており、本発明の真の技術的保
護範囲は特許請求の範囲によって決定されなければならない。
【産業上の利用可能性】
【００９３】
　本発明によれば、垂直配向の液晶表示装置（ＶＡ－ＬＣＤ）において、正面と傾斜角で
のコントラスト特性の改善および暗状態における視野角に応じる色変化の最小化が可能で
あるため、ＶＡ－ＬＣＤの視野角特性を大きく改善させることができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】図１は、本発明に係る一枚の＋Ａ‐フィルムと一枚の＋Ｃ‐フィルムとを含む第
１のＶＡ－ＬＣＤ構造を概略的に示す図面である。
【図２】図２は、本発明に係る一枚の＋Ａ‐フィルムと一枚の＋Ｃ‐フィルムとを含む第
２のＶＡ－ＬＣＤ構造を概略的に示す図面である。
【図３】図３は、本発明に係る２枚の＋Ａ‐フィルムと一枚の＋Ｃ‐フィルムとを含む第
３のＶＡ－ＬＣＤ構造を概略的に示す図面である。
【図４】図４は、本発明に係る２枚の＋Ａ‐フィルムと一枚の＋Ｃ‐フィルムとを含む第
４のＶＡ－ＬＣＤ構造を概略的に示す図面である。
【図５】図５は、本発明に係る２枚の＋Ａ‐フィルムと２枚の＋Ｃ‐フィルムとを含む第
５のＶＡ－ＬＣＤ構造を概略的に示す図面である。
【図６】図６は、本発明に係る２枚の＋Ａ‐フィルムと２枚の＋Ｃ‐フィルムとを含む第
６のＶＡ－ＬＣＤ構造を概略的に示す図面である。
【図７】図７は、本発明に係る２枚の＋Ａ‐フィルムと２枚の＋Ｃ‐フィルムとを含む第
７のＶＡ－ＬＣＤ構造を概略的に示す図面である。
【図８】図８は、すべての径方向角度に対する０°～８０°の範囲の傾斜角を２°間隔で
変更しながら、白色光を用いた時の本発明に係る第１のＶＡ－ＬＣＤ構造に対するコント
ラスト比をシミュレーションした結果を示す図面である。
【図９】図９は、すべての径方向角度に対する０°～８０°の範囲の傾斜角を２°間隔で
変更しながら、白色光を用いた時の本発明に係る第２のＶＡ－ＬＣＤ構造に対するコント
ラスト比をシミュレーションした結果を示す図面である。
【図１０】図１０は、すべての径方向角度に対する０°～８０°の範囲の傾斜角を２°間
隔で変更しながら、白色光を用いた時の本発明に係る第３のＶＡ－ＬＣＤ構造に対するコ
ントラスト比をシミュレーションした結果を示す図面である。
【図１１】図１１は、すべての径方向角度に対する０°～８０°の範囲の傾斜角を２°間
隔で変更しながら、白色光を用いた時の本発明に係る第４のＶＡ－ＬＣＤ構造に対するコ
ントラスト比をシミュレーションした結果を示す図面である。
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【図１２】図１２は、すべての径方向角度に対する０°～８０°の範囲の傾斜角を２°間
隔で変更しながら、白色光を用いた時の本発明に係る第５のＶＡ－ＬＣＤ構造に対するコ
ントラスト比をシミュレーションした結果を示す図面である。
【図１３】図１３は、すべての径方向角度に対する０°～８０°の範囲の傾斜角を２°間
隔で変更しながら、白色光を用いた時の本発明に係る第６のＶＡ－ＬＣＤ構造に対するコ
ントラスト比をシミュレーションした結果を示す図面である。
【図１４】図１４は、すべての径方向角度に対する０°～８０°の範囲の傾斜角を２°間
隔で変更しながら、白色光を用いた時の本発明に係る第７のＶＡ－ＬＣＤ構造に対するコ
ントラスト比をシミュレーションした結果を示す図面である。
【符号の説明】
【００９５】
１　第１の偏光板
２　吸収軸
３　第２の偏光板
４　吸収軸
５　ＶＡ－パネル
６　第１の＋Ｃ‐フィルム
７　第１の＋Ａ‐フィルム
８　光軸
９　第２の＋Ａ‐フィルム
１０　光軸
１１　第２の＋Ｃ－フィルム

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１３】

【図１４】

【図１】
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【国際調査報告】



(30) JP 2008-517344 A 2008.5.22

10

20

30

40



(31) JP 2008-517344 A 2008.5.22

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KZ,LC,LK,LR,L
S,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SY,TJ
,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  セルゲイ・ビリャエフ
            大韓民国・デジョン・メトロポリタン・シティ・３０５－３４０・ユソン－グ・ドリョン－ドン・
            （番地なし）・エルジー・ケミストリー・ドミトリー・６－２０１
(72)発明者  ニコライ・マリモネンコ
            大韓民国・デジョン・メトロポリタン・シティ・３０５－３４０・ユソン－グ・ドリョン－ドン・
            （番地なし）・エルジー・ケミストリー・ドミトリー・６－２０３
(72)発明者  ジュン－ウォン・チャン
            大韓民国・デジョン・メトロポリタン・シティ・３０５－３４０・ユソン－グ・ドリョン－ドン・
            ３８８－１１・エルジー・ケミストリー・ニュー・ヨリップ・１０３
(72)発明者  ス－ジン・ジャン
            大韓民国・ソウル・１３４－８４２・ガンドン－グ・ソンネ・２－ドン・５９８・Ｅ－ピョンハン
            ・ワールド・アパート・ソンネ・１－チャ・１０３－８０３
Ｆターム(参考) 2H049 BA02  BA06  BA42  BB03  BB22  BC22 
　　　　 　　  2H091 FA08X FA08Z FA11X FA11Z GA06  HA06  LA17 



专利名称(译) 具有宽视角补偿膜的垂直对准液晶显示装置，使用+ A膜和+ C膜

公开(公告)号 JP2008517344A 公开(公告)日 2008-05-22

申请号 JP2007537814 申请日 2006-03-10

[标]申请(专利权)人(译) 乐金化学股份有限公司

申请(专利权)人(译) Eruji化学有限公司

[标]发明人 ビョンクンジョン
セルゲイビリャエフ
ニコライマリモネンコ
ジュンウォンチャン
スジンジャン

发明人 ビョン-クン·ジョン
セルゲイ·ビリャエフ
ニコライ·マリモネンコ
ジュン-ウォン·チャン
ス-ジン·ジャン

IPC分类号 G02F1/13363 G02B5/30

CPC分类号 G02F1/1393 G02F1/133528 G02F1/13363 G02F2001/133531 G02F2001/13712 G02F2413/04 
G02F2413/11 G02F2413/13

FI分类号 G02F1/13363 G02B5/30

F-TERM分类号 2H049/BA02 2H049/BA06 2H049/BA42 2H049/BB03 2H049/BB22 2H049/BC22 2H091/FA08X 2H091
/FA08Z 2H091/FA11X 2H091/FA11Z 2H091/GA06 2H091/HA06 2H091/LA17

代理人(译) 塔奈澄夫

优先权 1020050020183 2005-03-10 KR

其他公开文献 JP4723590B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)
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的液晶的垂直取向液晶的垂直取向液晶，所述第一偏振片和第二偏振片
的吸收轴相互垂直一种显示装置，包括在第一偏振器和VA面板之间的+ 
A膜和+ C膜，其中+ C膜位于第一偏振器和+ A膜之间，+ A - 膜的光轴位
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角和暗态中的前部和倾斜角，VA-LCD的对比特性，以最小化的颜色变化
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